
　12 月 14 日、「第 11 回断酒を考える会」を千里山コミュニティ

センターで開催しました。

　今回で 11 回となる「断酒を考える会」は吹田市との共催で、

アルコール依存症について広く市民の方々に知ってもらう場とし

て取り組んでいます。

　今年はさわらび診療所（吹田市片山町）院長・稲垣亮祐先生を

講師にお迎えし、「生きることと依存症の関係 その危うさ」をテーマに講演していただきました。

　今年の大きな特徴として、参加者の約半数がポスターやチラシなどをご覧になって参加された市民の方

であったことでした。引き続き「お酒についての正しい知識」や断酒会についてのアピールを強めていき

ます。

●辻本 武会長の開会の挨拶 ●佐々木 清和さんの体験談


